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計画の実施

 消費的経費にかかる事業については、平成23年度に実施する主要な新規・拡

充事業。

 本市が主体となって推進する事業のほか、国・県・民間等が実施主体で市が

何らかの負担を伴う事業、または助成を行う事業。

　今後の財政状況は、歳出については、扶助費の増や震災復興事業等に伴い発

行した市債の元利償還金が高水準を続ける中、人口増や高齢化の進展などに伴

う喫緊の行政課題への対応など、今後も多額の財源を要すると見込まれる。

  歳入面では、景気の急速な回復が見込めないことから、根幹をなす市税収入

が前年度を下回っている。地方交付税等は増となったが、最終的に財源不足が

発生したため、財政・減債基金を取崩すことにより、収支の均衡を図ってい

る。経常収支比率も100％前後で推移しており、財政の弾力性が失われた状態が

続いている。

  今後の財政収支見通しは、景気の回復傾向が望めない場合、さらに下方修正

を視野に入れた判断も求められる。計画の実施にあたっては、次年度以降の実

施計画の策定及び予算編成過程において更なる事業費の圧縮や平準化等を行

い、財政収支との調整を図っていくことが必要である。

ふれあい　感動　文教住宅都市・西宮

市民一人ひとりが輝いて生きるまち

子どもたちの笑顔があふれるまち

みんなが安心して暮らせる安全なまち

水と緑ゆたかな美しいまち

人々が楽しく交流する元気なまち

　計画の範囲は、「第４次西宮市総合計画」に掲げる施策に基づく事業のうち、

下記のものとする。

　実施計画は、「第４次西宮市総合計画」に掲げる計画目標を具体化する

ため、向こう３か年の計画内容を体系的に示し、基本計画と年度予算を結

びつける役割を果たすものである。

　今回の実施計画は、平成23年度の予算編成との整合を図りながら、基本

計画の内容を踏まえ、策定するものである。

 投資的経費にかかる事業については、平成23～25年度に実施する事業。

 対象となる事業は、普通会計に属する事業のほか、公営企業会計（水道事

業、工業用水道事業、中央病院、下水道等)に属する事業。ただし、既に事業

が完了し、債務負担行為により償還のみを行っている事業を除く。
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 計 画 事 業 の 概 要
（単位：千円）

 平成23年度 平成24～25年度

ま ち づ く り

　いきがい・つながり

～市民一人ひとりが輝いて生きるまち～

市民活動の支援

　地域自主管理集会施設整備補助事業 10,000 15,000 コミュニティ活動の拠点として、自治会等地域団体が行う地域自主管理集会施
設の整備に対して工事費の一部を助成する。
・平成23年度：上大市第二自治会（新築）
・平成24年度～：浜甲子園町会（改修）外

　市民集会施設大規模補修事業 ※ 6,310 ～ 中長期修繕計画の対象となっていない市民集会施設の屋上防水等の補修工事を
行う。

公民館・図書館機能の充実

　図書館山口分室の日曜開室 ※ 2,151 ～ 日曜日に開室している拠点館が近くに無い、山口地域の図書館山口分室を日曜
日に開室し、利便性の向上と読書環境の更なる充実を図る。

芸術・文化の振興
　市民ホール等改修事業 ― 3,000 老朽化した市民会館の設備等の更新を行い、利用者に快適な使用環境を提供す

る。

　史跡整備事業（老松古墳） 3,906 ― 古墳時代後期の市指定史跡「老松古墳」について、維持管理用通路を設けて永
年保存を図るとともに、見学可能な古墳として活用できるよう整備する。

スポーツ・レクリエーション活動の推進

　中央運動公園施設改修事業 40,500 ― 老朽化した中央運動公園野球場の照明機器について、西宮市地球温暖化対策基
金を活用し、全面的に改修する。また、球場利用者だけでなく、近隣住民や公
園利用者にとっても安全で快適な施設となるよう、野球場周辺の公園照明の一
体的な整備を行う。

  すこやか・はぐくみ

～子どもたちの笑顔があふれるまち～

子育て支援の充実

　保育ルーム等事業 ※ 169,741 ～ 待機児童の多い低年齢児（３歳未満）の受け入れを確保するため、保育ルーム
10か所を新設する。また、現在空きスペースとなっている林田町の旧中央病院
院内保育所（現 つぼみの子保育園）２階の会議室を利用し、病児保育事業を
新たに開始する。

事 業 費
事　　　　業　　　　の　　　　概　　　　要施　　策　・　事　　業　　名

注１）平成23年度事業費欄「※」は消費的事業を示す。　 注２）平成24～25年度事業費欄「～」は事業が継続することを示す。
注３）平成24～25年度事業費欄「－」は平成23年度に事業が完了したことなどを示す。　注４）施策・事業名欄「（企）」は公営企業会計の事業を示す。
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 計 画 事 業 の 概 要
（単位：千円）

 平成23年度 平成24～25年度

事 業 費
事　　　　業　　　　の　　　　概　　　　要施　　策　・　事　　業　　名

　民間保育所運営補助事業 ※ 3,743,846 ～ 待機児童の解消を図るため、既存の民間保育所に加え、平成23年度に設置する
新たな民間保育所４園（うち１園は認定こども園、うち１園は分園）について
も、運営費の補助を行う。

　公立保育所等耐震建替事業 12,768 545,665 入所児童の安全確保を図るため、耐震診断の結果をもとに、建替えに向けた施
設の設計を行う。
・平成23年度：鳴尾東保育所建替のための実施設計

　児童館・児童センターにおける子育て支援事業
　の拡充

※ 110,366 ～ 浜脇児童館において、「地域子育て支援拠点事業」を拡充して実施するため、
児童厚生員を増員する。

　民間保育所建設補助等事業 796,890 303,030 保育所の待機児童の解消を図るため、保育所（分園含む）を整備する社会福祉
法人に対して補助を行い、保育所整備を促進し、受入枠の拡大を図る。
・平成23年度：樋之池町保育園建設補助等

　留守家庭児童対策施設整備事業 41,265 147,000 児童福祉法に基づき、放課後留守家庭児童の健全育成を図るため、留守家庭児
童育成センターを整備する。
・平成23年度：高木留守家庭児童育成センター（増設）

家庭教育の支援と青少年の健全育成
　丹波少年自然の家建設費負担事業 8,061 17,248 阪神７市１町の負担区分となっている丹波少年自然の家リニューアル整備工事

等に伴う建設費借入金の償還を行う。

学校教育の充実

　幼稚園における保護者負担の公私間格差是正
　（私立幼稚園就園奨励金の増額）

※ 563,162 ～ 幼稚園における保護者負担の公私間格差を是正するために、私立幼稚園就園奨
励金を平成23年度から段階的に増額し、市民により多くの就園の選択肢を提供
する。

　給食施設設備整備事業 30,000 61,750 老朽回転釜の置換えや備品の買換えなど、安全及び衛生管理のより一層の強化
を図る。また、児童生徒数の増加に対応して、大容量の回転釜への置換えや給
食用備品の購入を行う。

　特別支援教育サポート事業
　（特別支援教育支援員、西宮専門家チーム）

※ 101,139 ～ ＬＤ、ＡＤＨＤ等発達障害のある子どもたちの教育的ニーズを把握しながら、
学校全体で適切に支援していくため、特別支援教育支援員を小・中学校に全校
配置し、引き続き、校内体制の整備を図る。また、学校の要請に応じて教員等
への相談や、発達障害等の課題がある子どもへの望ましい教育的対応について
専門的意見を示す「西宮専門家チーム」を派遣する。

注１）平成23年度事業費欄「※」は消費的事業を示す。　 注２）平成24～25年度事業費欄「～」は事業が継続することを示す。
注３）平成24～25年度事業費欄「－」は平成23年度に事業が完了したことなどを示す。　注４）施策・事業名欄「（企）」は公営企業会計の事業を示す。
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 計 画 事 業 の 概 要
（単位：千円）

 平成23年度 平成24～25年度

事 業 費
事　　　　業　　　　の　　　　概　　　　要施　　策　・　事　　業　　名

　西宮養護学校通学体制確保事業 20,990 ― 児童生徒の安全、安心に配慮し、きめ細かな通学経路への対応を図るため、Ｎ
Ｏｘ・ＰＭ法（排ガス規制）により、使用できなくなる中型バスに代わり、マ
イクロバス２台を新規購入する。

　船坂小学校跡施設活用事業 ※ 13,722 ～ 学校統廃合事業により廃校した船坂小学校跡施設について、地域活性化につな
がる活用に向け、地域を主体とした暫定活用を行いながら検討を進める。

  　 学力向上アクションプランⅡ
  　（理科基礎学力の定着）

※ 28,440 ～ 学力向上アクションプランⅠ（学校図書館の充実）に引き続き、第２弾とし
て、理科基礎学力の一層の定着と向上を図るため、小学校高学年に対して、理
科支援員の配置を行い、観察及び実験の充実を図る。さらに理科への関心を高
めるために、理科・科学関係図書の充実を図る。

　学校情報化推進事業 ※ 271,548 ～ 児童生徒の学習活動や、教員の指導力向上等のために導入した、教育用のパソ
コンやネットワークなど、学校ＩＣＴ環境の保守、管理を行うとともに、校務
の合理化を図るための校務支援システムの維持管理を行う。

信頼される学校づくり

　「市の学力調査」（リサーチプラン） ※ 32,960 ～ 確かな学びの実現に向けて、市独自の学力調査を拡充し、児童生徒の実態把握
に努め一人ひとりの学力保障を目指す。また、課題解決のための取り組みの改
善や教師の授業力向上及び教育施策・教育条件等の改善を図る。

　教育連携事業 ※ 10,409 ～ 平成22年度に全小・中学校への立ち上げが完了した教育連携協議会の充実を図
るとともに、20校区程度に学校と地域を結ぶ地域コーディネーターを設置する
などして、地域の教育活動への参画を促進する。

　市立高等学校学級増対応事業 ※ 31,578 ～ 西宮市立高等学校のクラス数の増加に伴い、教育職員定員数を増加する。

　児童・生徒数急増対策事業 ※ 61,630 ～ 円滑な学校運営を図るため、児童・生徒数の増加などにより必要となる経費を
増額する。

　市立高等学校特色化推進事業 ※ 3,500 ～ 西宮版ＳＰＰ（サイエンス・パートナーシップ・プロジェクト）による理数教
育推進事業で、理数・科学教育のさらなる充実を図る。また、地域に学ぶ「西
宮学」をベースとして高校生が地域に貢献できることを目指すなど、市立高校
の一層の特色化を図っていく。

注１）平成23年度事業費欄「※」は消費的事業を示す。　 注２）平成24～25年度事業費欄「～」は事業が継続することを示す。
注３）平成24～25年度事業費欄「－」は平成23年度に事業が完了したことなどを示す。　注４）施策・事業名欄「（企）」は公営企業会計の事業を示す。
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 計 画 事 業 の 概 要
（単位：千円）

 平成23年度 平成24～25年度

事 業 費
事　　　　業　　　　の　　　　概　　　　要施　　策　・　事　　業　　名

計画的・効率的な学校施設運営

　学校施設整備事業 279,474 980,910 管理諸室等の空調設備の改修やプール安全対策等老朽化した学校の施設整備を
年次的に実施するとともに、障害を持つ児童・生徒等の学習環境の改善等の視
点からエレベーターを新設する。また、平成23年度からは、洋式トイレの設置
にも取り組む。（過年度債務含む）

　学校施設の空調設備整備事業 6,000 1,000,700 全小・中学校の普通教室及び特別教室への空調設備の整備に向け、民間活力の
導入などにより、効率的かつ効果的に実施するための検討を開始する。
・平成23年度：ＰＦＩ導入可能性調査
・平成24年度～：ＰＦＩアドバイザーの選定等

　教室不足対策事業 ※ 117,079 ～ 教室不足対策として、南甲子園小学校ほか４小中学校に仮設校舎を設置する。

　老朽校舎改装事業 24,130 22,770 美観対策や壁の剥離などの事故防止のために、鉄筋老朽校舎等に順次、外壁改
装等を施す。

　用海小学校児童急増対策事業 128,770 ― 用海小学校校舎等を増改築することにより、児童急増による教室不足の解消と
校舎等の耐震化を図る。（平成20年～）
・平成23年度：運動場改修工事、体育倉庫改築工事等

　夙川小学校校舎等増改築事業 402,529 1,205,691 夙川小学校における児童の安全・安心と地域住民の避難場所としての機能確保
のため、耐震上の既存不適格校舎である東校舎の改築を行う。（平成21年～）
また、環境モデル校として、太陽光発電や雨水利用、屋上緑化、ビオトープ等
を整備する。
・平成23年度：校舎の解体及び改築工事
・平成24年度～：既存校舎空調設置工事、運動場整備工事等

　南甲子園小学校校舎等増改築事業 ― 31,458 南甲子園小学校の児童や学校関係者の安全で快適な学校生活を確保し、教室不
足を解消するため、効率的な事業手法の検討を経て校舎建替えを実施する。

　学校施設耐震補強事業 702,709 4,842,164 新耐震基準を満たさない学校園施設を対象に、安全で快適な教育環境の整備・
確保を目的として、耐震補強事業を年次的・計画的に実施し、平成25年度の完
了を目指す。

注１）平成23年度事業費欄「※」は消費的事業を示す。　 注２）平成24～25年度事業費欄「～」は事業が継続することを示す。
注３）平成24～25年度事業費欄「－」は平成23年度に事業が完了したことなどを示す。　注４）施策・事業名欄「（企）」は公営企業会計の事業を示す。
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 計 画 事 業 の 概 要
（単位：千円）

 平成23年度 平成24～25年度

事 業 費
事　　　　業　　　　の　　　　概　　　　要施　　策　・　事　　業　　名

  あんしん・あんぜん

～みんなが安心して暮らせる安全なまち～

地域福祉の推進

　権利擁護支援センター事業 ※ 30,505 ～ 高齢者・障害のある人の権利擁護の相談・助言・法的支援などの総合支援を行
う権利擁護支援センターを開設する。

　災害時要援護者（高齢者）実態把握調査に係る
　システム改修

※ 9,000 ～ 65歳以上の高齢者を対象とした実態把握調査の情報を管理するため、システム
の改修を行う。

高齢者福祉の充実

　民間老人福祉施設設備整備補助事業 24,984 ― 既存認知症高齢者グループホーム及び小規模多機能型居宅介護事業所が、スプ
リンクラーを設置する際の事業費を補助することにより、入居者の安心・安全
を確保する。

　特別養護老人ホーム整備事業 2,036,855 335,620 介護保険事業計画等に基づき、入所待機者の解消を図るため、特別養護老人
ホームを整備する社会福祉法人に貸し付ける用地を取得するとともに、建設費
等の補助を行う。
・平成23年度：上大市地域密着型特別養護老人ホーム外

　養護老人ホーム改修事業 30,500 12,657 養護老人ホーム寿園において、給水管・給湯管の取替えを行う。

　介護保険システムクライアントサーバ化 ※ 95,060 ～ 介護保険システムについて、クライアントサーバ方式に切り替えることで、シ
ステムの適切な運用を図る。

障害のある人の福祉の充実

　民間障害福祉施設建設補助事業 3,000 356,272 知的障害者入所更生施設「一羊園」の移転整備を行う社会福祉法人に対して補
助を行う。

　総合福祉センター改修工事 ― 63,518 総合福祉センターを安心して利用できる安全な施設として整備するため、老朽
化した設備の更新を行う。
・平成25年度：エレベーター更新

　名神あけぼの園設備整備事業 7,319 ― 名神あけぼの園において、授産クリーニング用洗濯機・乾燥機を増設し、働く
人の工賃の増額を図る。

注１）平成23年度事業費欄「※」は消費的事業を示す。　 注２）平成24～25年度事業費欄「～」は事業が継続することを示す。
注３）平成24～25年度事業費欄「－」は平成23年度に事業が完了したことなどを示す。　注４）施策・事業名欄「（企）」は公営企業会計の事業を示す。
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 計 画 事 業 の 概 要
（単位：千円）

 平成23年度 平成24～25年度

事 業 費
事　　　　業　　　　の　　　　概　　　　要施　　策　・　事　　業　　名

　地域生活移行支援事業 ※ 5,105 ～ 障害者あんしん相談窓口として実績のある法人に、新たに地域生活移行コー
ディネーターを配置し、施設入所者の地域生活移行を支援する。

　障害福祉サービス支給管理システム改修 ※ 23,599 ～ 今後予定されている法改正の対応について、事務の効率化やカスタマイズ費用
が重複しないように、平成23年度中から（新）障害福祉サービス支給管理シス
テムを導入し、平成24年度稼動に向けた準備を行う。

　総合療育センター整備事業 1,169,278 1,179,902 肢体不自由児通園施設「わかば園」について、施設の老朽化対策等と併せ、多
様化する障害児の療育ニーズに対応するため、診療所や肢体不自由児、発達障
害児等の通園施設、相談窓口機能を併設する「総合療育センター」としての整
備を図る。
・平成23年度：用地購入、ＰＦＩ導入可能性調査等

健康増進と公衆衛生の向上

　母子保健事業の拡充 ※ 399,450 ～ 虐待予防・育児不安軽減を目的とした健康診査の強化のため、乳幼児健康診査
従事者の拡充を図る。また、主に母乳を介して感染する成人Ｔ細胞白血病の原
因となるＨＴＬＶ－１抗体検査を、国が妊婦健康診査の項目に追加したことに
より、妊婦健康診査の助成総額を増額し、14回合計72,290円の助成を行う。

　予防接種事業 ※ 1,804,703 ～ 接種勧奨を差し控えていた日本脳炎予防接種の勧奨が再開されたことに伴う接
種者増への対応を図る。また、子宮頸がん予防ワクチン、ヒブワクチン、小児
用肺炎球菌ワクチンの接種を促進するため、これら３ワクチンの接種費用の助
成を行う。

医療サービスの充実

　（企）中央病院医療機器整備事業 117,900 58,500 耐用年数を経過した医療機器や、医療水準に適合しない医療機器を年次的に更
新する。

　（企）中央病院中期的修繕事業 16,370 73,500 患者の安全性を確保し、病院経営に支障をきたさないように、老朽化した施設
の計画的な更新を行う。

医療保険・医療費助成・年金制度の安定
　国民健康保険被保険者負担軽減のための国保特
　別会計への繰出金

※ 250,000 ～ 国民健康保険被保険者の負担を軽減するため、平成23年度においても一般会計
からの繰入れを行い、保険料率の抑制を図るとともに、減免を実施する。

注１）平成23年度事業費欄「※」は消費的事業を示す。　 注２）平成24～25年度事業費欄「～」は事業が継続することを示す。
注３）平成24～25年度事業費欄「－」は平成23年度に事業が完了したことなどを示す。　注４）施策・事業名欄「（企）」は公営企業会計の事業を示す。
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 計 画 事 業 の 概 要
（単位：千円）

 平成23年度 平成24～25年度

事 業 費
事　　　　業　　　　の　　　　概　　　　要施　　策　・　事　　業　　名

災害・危機に強いまちづくり
　防災行政無線システム(防災スピーカー)維持管
　理事業

※ 7,800 ～ 平成22年度に整備が完了する防災行政無線システム(防災スピーカー)の効率的
かつ安定した運用を図る。

　急傾斜地崩壊対策事業 ― 3,500 兵庫県が施工する急傾斜地崩壊対策工事の地元負担金を支出する。

　ＭＣＡ無線機の更新 ※ 2,748 ― 災害時に備えて、通信回線の多重化を維持するために、使用の継続が困難なア
ナログＭＣＡ無線機をデジタルＭＣＡ無線機に更新する。

消防・救急救助体制の充実
　消防緊急情報システムの更新整備事業 ※ 167,882 ～ 市民の安全確保のため、都市化・大規模化・複雑化した災害に対応できるよ

う、老朽化した消防緊急情報システムを更新整備する。（平成23年４月１日運
用開始）
【債務負担設定　期間：平成23～29年度　限度額：1,886,150千円】

　消防・救急無線デジタル化への移行整備事業 14,532 518,697 電波法関係審査基準の一部改正に基づき、デジタル化に対応した消防・救急無
線設備を整備し、災害現場での安定した通信手段を確保する。
・平成23年度：基本設計(電波伝搬調査含む)
・平成24年度～：実施設計、設置工事

　消防通信施設等整備事業 8,925 17,493 経年劣化した車載・携帯型無線機・署活動用無線機を更新整備する。

　消防庁舎等整備事業 5,300 217,532 市民の生命、身体及び財産を火災から保護し、各種災害を防除し、被害を軽減
する等、市の消防責任を果たすために、消防庁舎の耐震化及び増改築を図ると
ともに、老朽化した施設の建替えを行う。
・平成23年度：瓦木消防署甲東分署耐震改修
・平成24年度～：西宮消防署西宮浜出張所増改築工事等

　消防局車両等整備事業 225,419 382,624 ＮＯｘ・ＰＭ法の規制対象車両及び長期使用により主性能が低下した車両、救
助用資機材及びドクターカー資機材を計画的に更新整備する。

　消防団車両等整備事業 44,490 93,768 ＮＯｘ・ＰＭ法の規制対象車両を計画的に更新する。

　消防団車庫整備事業 30,000 62,633 築40年以上経過の老朽化した分団車庫を消防団に必要な災害活動施設として改
築する。

注１）平成23年度事業費欄「※」は消費的事業を示す。　 注２）平成24～25年度事業費欄「～」は事業が継続することを示す。
注３）平成24～25年度事業費欄「－」は平成23年度に事業が完了したことなどを示す。　注４）施策・事業名欄「（企）」は公営企業会計の事業を示す。
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 計 画 事 業 の 概 要
（単位：千円）

 平成23年度 平成24～25年度

事 業 費
事　　　　業　　　　の　　　　概　　　　要施　　策　・　事　　業　　名

道路の整備

　橋梁改良事業 2,000 92,000 市管理橋梁のうち、被災落橋した場合の影響が大きいものについて、橋脚補
強・落橋防止等の耐震対策を実施する。
・平成23年度：西宝橋（設計委託）

　橋梁長寿命化修繕事業 116,000 232,000 将来にわたる橋梁の修繕・架け替えに係る費用の縮減を図るために、予防的な
修繕などを行い橋梁の長寿命化を図る。
・平成23年度：百合野橋外

　ＪＲ西宮名塩駅前広場再整備事業 4,500 90,000 ＪＲ西宮名塩駅前広場に自家用車乗降場を新設するなど再整備し、交通の円滑
化と安全の向上を図る。

　道路更新計画策定事業 ※ 28,000 ～ 市管理の道路舗装及び交通安全施設について、現在の健全度を把握するための
点検を行うとともに、点検で得られたデータを基に補修・更新計画を策定す
る。

　歩道改良事業（歩道段差解消等） 35,000 70,000 歩行者等の移動の円滑化を図るために、歩道の交差点部における段差解消や、
自動車乗入れ部などの勾配改善を継続的に実施する。

　歩道新設事業 4,300 270,000 一般通行者や通学児童等の安全が確保されていない歩道未整備の道路におい
て、交通事故を防止し歩行者等の通行の安全を確保するために歩道を整備す
る。
・平成23年度：津門呉羽町（設計等委託）
・平成24年度～：津門呉羽町、上ケ原九番町外

　自転車通行帯改良事業 20,000 40,000 幹第５号線（小曽根線）において、交差点部の自転車通行帯の改築とカラー舗
装を行い、自転車の円滑な走行と自転車と歩行者の通行の安全を図る。

　交通安全施設等整備事業（交通安全特別交付金) 85,000 170,000 道路交通の安全と円滑化を図るために、交通安全施設の新設等を実施する。

　市役所前線街路事業 499,270 768,900 本市道路網の骨格を形成する幹線道路であり、未整備区間（国道171号～上広
田橋）の早期整備を図る。（事業期間　平成８年度～24年度）

　山手幹線街路事業（熊野工区) 13,000 140,000 本市道路網の骨格を形成する幹線道路であり、未整備区間（熊野町～大屋町）
の早期整備を図る。（事業期間　平成20年度～31年度）

注１）平成23年度事業費欄「※」は消費的事業を示す。　 注２）平成24～25年度事業費欄「～」は事業が継続することを示す。
注３）平成24～25年度事業費欄「－」は平成23年度に事業が完了したことなどを示す。　注４）施策・事業名欄「（企）」は公営企業会計の事業を示す。
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 計 画 事 業 の 概 要
（単位：千円）

 平成23年度 平成24～25年度

事 業 費
事　　　　業　　　　の　　　　概　　　　要施　　策　・　事　　業　　名

　西福河原線街路事業 40,000 ― 本市道路網の骨格を形成する幹線道路であり、未整備箇所（青木町）の早期整
備を図る。（事業期間　平成７年度～23年度）

　中津浜線二次改築事業 150,000 270,000 歩道の修景化やバリアフリー整備、車道の低騒音舗装など中津浜線の二次改築
を行う。（事業期間　平成17年度～27年度）

　西813号線（神原）道路改良事業 69,600 ― 道路拡幅・交差点改良を行い、交通の安全と円滑を図る。（事業期間　平成20
年度～23年度）

　ＪＲ甲子園口横断地下道改良事業 217,000 267,000 歩行者等の移動の円滑化を図るために、ＪＲ横断地下道の斜路付階段部をス
ロープと階段を併設した構造に改良する。（事業期間　平成19年度～24年度）

　阪神本線連続立体交差事業（鳴尾工区） 426,667 778,667 阪神電鉄本線の甲子園駅から武庫川間（Ｌ＝約1.87ｋｍ）を連続的に高架化す
る。

　名塩道路整備関連事業（名塩東墓地造成工事） 67,000 ― 国道176号名塩道路整備に支障となる名塩東墓地の移転に伴い新墓地の造成工
事を行う。

　渋滞交差点改良事業 5,000 36,000 右折レーンの設置や幅員構成の変更等により、渋滞解消及び交通の安全性向上
を図る。
・平成23年度：戸崎町交差点
・平成24年度～：今津出在家交差点外

　鷲林寺市道（西448号）道路改良事業 ― 5,000 歩行者の安全対策と沿道環境の改善を図るため、現道を拡幅し歩道整備を行
う。

　踏切改良事業 ― 10,000 苦楽園口踏切において、現在の踏切幅の中で、幅員構成の見直しなどを行い、
歩行者等の安全対策を図る。

注１）平成23年度事業費欄「※」は消費的事業を示す。　 注２）平成24～25年度事業費欄「～」は事業が継続することを示す。
注３）平成24～25年度事業費欄「－」は平成23年度に事業が完了したことなどを示す。　注４）施策・事業名欄「（企）」は公営企業会計の事業を示す。
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 計 画 事 業 の 概 要
（単位：千円）

 平成23年度 平成24～25年度

事 業 費
事　　　　業　　　　の　　　　概　　　　要施　　策　・　事　　業　　名

 公共交通の利便性向上

　さくらやまなみバス事業 ※ 41,250 ～ 山口地域と南部地域を直接連絡する「さくらやまなみバス」運行に要する経費
等の助成を行う。

　コミュニティ交通検討事業 ※ 500 ～ 西宮市の公共交通不便地域の交通環境改善のため、すでにアンケート調査等を
実施済みの生瀬地区において、学識経験者等の意見も聞きながら、公共交通の
導入の可能性などの調査・検討を行う。

　甲子園駅改善等整備事業 63,000 444,000 甲子園駅のバリアフリー化を含めた駅改善を支援する。あわせて、安全で賑わ
い及びうるおいのある駅周辺整備を検討する。
・駅周辺整備調査、駅改善の支援
（駅改善の支援については、鉄道駅総合改善事業補助金の県市負担分）

水の安定供給
　（企）上水道施設の整備 3,207,664 7,718,259 老朽化による管路破損事故を未然に防ぐとともに、災害に強く早期復旧が可能

な水道システムの構築を目指して、老朽鋳鉄管の更新と管路の耐震化を行う。
また、浄水場施設の統廃合を含む施設等の改築更新整備や耐震化を行う。

　（企）琵琶湖総合開発事業割賦負担金 ※ 97,567 ～ 上水を安定供給するため、琵琶湖開発から水源を確保する。

　阪神水道企業団への出資金 ※ 376,238 ～ 市民に安全な水を安定的に供給するため、阪神水道企業団が実施する第５期拡
張事業等に対して出資を行う。

下水道・河川の整備

　（企）下水道施設の整備 3,576,775 8,082,482 ポンプ場、処理場の施設等を更新し、機能の維持・強化を図る。また、公共用
水域の水質向上のため、合流改善事業や高度処理を進めるとともに、浸水被害
の軽減に向け、雨水管渠や流出抑制施設（雨水貯留施設）の整備を進めるほ
か、武庫川流域下水道整備にかかる建設費を負担する。

良好な住宅・住環境の整備

　特定優良賃貸住宅事業 ※ 54,810 ～ 民間の土地所有者に優良な賃貸住宅を建設してもらい、完成後の維持、管理、
入居者募集、家賃徴収などを20年間、西宮市都市整備公社、民間指定法人が借
上げ又は管理受託する。

注１）平成23年度事業費欄「※」は消費的事業を示す。　 注２）平成24～25年度事業費欄「～」は事業が継続することを示す。
注３）平成24～25年度事業費欄「－」は平成23年度に事業が完了したことなどを示す。　注４）施策・事業名欄「（企）」は公営企業会計の事業を示す。
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 計 画 事 業 の 概 要
（単位：千円）

 平成23年度 平成24～25年度

事 業 費
事　　　　業　　　　の　　　　概　　　　要施　　策　・　事　　業　　名

　市営住宅等改修事業 123,970 781,345 居住性の向上や建物の長寿命化を図るため、既存市営住宅の外壁補修やエレ
ベーターリニューアル、耐震改修等を行う。

　市営住宅整備事業 1,734,344 2,728,235 老朽化した市営住宅をＰＦＩ方式により、安全で高齢者・障害者仕様等に対応
した住宅に建替えることにより、居住水準の向上を図るとともに、良好なまち
づくりを目指す。
・市営甲子園九番町団地建替事業（事業期間　平成20年度～26年度）

交通安全対策と駐車対策

　自転車駐車場整備事業 176,200 18,100 自転車駐車場の需要が多く、収容台数が不足し、放置自転車等が多い駅周辺に
おいて、自転車駐車場の整備を行い、市民サービスの向上と放置自転車の減少
に努める。
・平成23年度：阪急西宮北口南西自転車駐車場等
・平成24年度～：主要５駅を中心に整備

  うるおい・かいてき

～水と緑ゆたかな美しいまち～

環境学習都市の推進

　甲子園浜空調設備改修整備事業 ― 15,921 西宮市立甲子園浜自然環境センターにおいて、利用者の安全、安心と利用促進
を図るため、経年劣化によって冷暖房能力が著しく低下している空調設備の改
修を行う。

緑の保全と創造

　リゾ鳴尾浜工事費負担金交付事業 ※ 132,450 ― リゾ鳴尾浜において、㈱鳴尾ウォーターワールドが過去に市に代わって支出し
てきた工事費相当分を負担する。

　リゾ鳴尾浜施設更新・補修事業 ※ 47,500 ～ 老朽化したリゾ鳴尾浜の施設及び設備について、計画的に更新・修繕・改築等
を行い、市民の安心で快適な健康運動施設として維持する。

　リゾ鳴尾浜施設改修事業 8,000 24,000 東部総合処理センターの稼動に合せ、平成25年からリゾ鳴尾浜への蒸気供給を
再開できるよう、施設改修の実施設計を行う。
・平成23年度：基本計画、実施設計

　公園遊具更新事業 ※ 4,750 ～ 公園を誰もが安全に安心して利用できるものとするため、危険度判定調査等に
より、必要な遊具の更新を行う。

注１）平成23年度事業費欄「※」は消費的事業を示す。　 注２）平成24～25年度事業費欄「～」は事業が継続することを示す。
注３）平成24～25年度事業費欄「－」は平成23年度に事業が完了したことなどを示す。　注４）施策・事業名欄「（企）」は公営企業会計の事業を示す。
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 計 画 事 業 の 概 要
（単位：千円）

 平成23年度 平成24～25年度

事 業 費
事　　　　業　　　　の　　　　概　　　　要施　　策　・　事　　業　　名

資源循環型社会の形成

　清掃作業車両整備事業 38,274 120,757 耐用年数に達したじんかい収集・水路清掃作業車両の更新（リース）により、
適正な車両配備を行う。導入車両は順次、ディーゼル車から低公害車に切り替
える。
・平成23年度：大型反転式じんかい車１台、
　　　　　　　小型じんかい車（天然ガス車）３台、
　　　　　　　中型高圧洗浄車１台（リース）、ワゴン車１台（リース）

　広域廃棄物埋立処分場建設事業 30,724 49,167 大阪湾フェニックス計画による廃棄物埋立処分場の建設工事のうち、一般廃棄
物(焼却灰等）にかかる建設費を負担する。

　東部総合処理センター整備事業 7,089,452 2,753,527 処理能力の低下した西部工場の代替施設として、現在休止中の東部総合処理セ
ンターの焼却施設と破砕選別施設を解体撤去し、新たな焼却施設として東部総
合処理センターを建設する。
・平成23～24年度：建設工事
　平成24年12月：施設稼動予定

　西部総合処理センター基幹設備更新事業 558,190 1,222,080 西部総合処理センター焼却施設及び破砕選別施設において、機能低下や老朽化
が生じている設備や機器を更新・補修することにより、処理能力を維持すると
ともに、施設の安定稼動を図る。

快適な生活環境の確保

　白水峡公園墓地建設事業 69,935 90,045 白水峡公園墓地の整備を行い、市民に低廉で良質な墓地を計画的に供給する。
・平成23年度：252区画整備等

　満池谷火葬場火葬設備改修事業 6,300 15,750 故障等による業務停止を避けるため、耐用年数を経過した火葬設備を計画的に
更新する。
・平成23年度：動力盤の更新

　食肉センター整備事業 38,100 58,241 老朽化した設備の更新、及び衛生面を強化する設備更新・整備を行う。
・平成23年度：レール交換、冷蔵庫冷凍機等取替

　環境監視設備等整備事業 15,000 20,000 大気汚染防止法、水質汚濁防止法等に規定された大気汚染や水質汚濁等の常時
監視測定を円滑に実施するため、測定機器を適正に整備、更新する。
・平成23年度：微小粒子状物質計（PM2.5）１台、
　　　　　　　二酸化硫黄・浮遊粒子状物質計１台等

注１）平成23年度事業費欄「※」は消費的事業を示す。　 注２）平成24～25年度事業費欄「～」は事業が継続することを示す。
注３）平成24～25年度事業費欄「－」は平成23年度に事業が完了したことなどを示す。　注４）施策・事業名欄「（企）」は公営企業会計の事業を示す。
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 計 画 事 業 の 概 要
（単位：千円）

 平成23年度 平成24～25年度

事 業 費
事　　　　業　　　　の　　　　概　　　　要施　　策　・　事　　業　　名

良好な市街地の形成

　甲東瓦木地区基盤整備事業 ― 16,000 土地区画整理事業として都市計画決定されている甲東瓦木地区について、現在
の土地利用状況等を踏まえ、整備方針・手法等の検討を行う。

　武庫川広田線整備事業（中津浜線以東～瓦木な
　かの道）

― 8,000 都市計画道路として未整備である武庫川広田線の中津浜線以東の整備に向け、
調査・検討を行う。

　阪急今津線高架事業 100,000 ― 阪急今津線（南線）高架完成後の高松町交差点付近における車両・歩行者等
の、より安全で円滑な交通処理を図るため、交差点と近接する踏切を一体的に
運用する踏切信号機の設置に関する費用負担を行う。

　西宮北口駅北西地区まちづくり整備事業 184,110 231,490 阪急西宮北口駅北西地区を「みず・みどり・ひと」が織りなす豊かな生活空間
として整備するとともに、安全で快適な歩行者ネットワークづくりを行い、都
市核にふさわしい街並み形成や西宮北口駅周辺地区全体の回遊性向上を図る。
（計画面積：40.3ｈａ　計画期間：平成21～24年度）

　武庫川広田線整備事業(消費組合踏切～国道171
　号）

― 5,000 阪急西宮北口駅の北東部と北西部を結ぶ道路網の強化を図るため、都市計画道
路武庫川広田線（阪急今津線から国道171号）の整備に向け調査・検討を行
う。

　市道西178号・180号線整備事業 ― 6,000 臨港線より御前浜入り口までの、自転車、歩行者の安全確保のため、車道及び
自転車歩行者道整備を行う。

　西宮旧港周辺整備事業 ― 5,000 県・市・地元住民・港湾利用者との意見交換会を開催し、旧港周辺整備計画を
立案し、埋立及び緑地・街区整備などを行う。

  にぎわい・そうぞう

～人々が楽しく交流する元気なまち～

都市型観光の振興
　都市型観光推進事業 ※ 34,528 ～ まち歩きや体験交流型プログラムを全市域で実施する「（仮称）西宮まち旅博

覧会」をプレ開催するとともに、地域の魅力を再発見するまち歩きマップや、
まちなか観光案内所の整備を図る。

注１）平成23年度事業費欄「※」は消費的事業を示す。　 注２）平成24～25年度事業費欄「～」は事業が継続することを示す。
注３）平成24～25年度事業費欄「－」は平成23年度に事業が完了したことなどを示す。　注４）施策・事業名欄「（企）」は公営企業会計の事業を示す。
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 計 画 事 業 の 概 要
（単位：千円）

 平成23年度 平成24～25年度

事 業 費
事　　　　業　　　　の　　　　概　　　　要施　　策　・　事　　業　　名

　ものづくり企業等の支援事業 ※ 4,337 ～ 専門家による企業への訪問活動を通して、市内のものづくり企業等への総合的
な支援を実施するとともに、新技術・新製品の研究開発等が可能な企業に対し
補助を行う。

　企業立地促進事業 ※ 3,045 ～ 企業や産業関連機関にネットワークを持つ人材を活用し、企業の立地意向や、
提供可能な工業用地等の状況を把握し、市内への企業定着・立地の促進を図
る。

産業の振興
　西宮都市管理㈱支援事業 ※ 1,030,000 ～ 西宮都市管理㈱に対し行っている反復・継続的な短期貸付による支援を長期貸

付等に改めるとともに、経営基盤の強化が図られるよう指導監督を行う。

勤労者福祉の向上

　勤労者・障害者教養文化体育施設改修事業 6,510 ― サン・アビリティーズにしのみやのアリーナ（体育館）の車椅子用緩衝クッ
ションの取替えを行うとともに、利用率の低い会議室の床等を改修し、小体育
室機能を持たすことにより利用率の向上を図る。

計 画 推 進

市税の賦課・徴収体制の強化

　市税の賦課・徴収体制の強化 ※ 70,314 ～ 利便性の高い納税環境の整備を図るため、市税のコンビニ収納を引き続き実施
する。また、税制改正に対応するよう、個人住民税課税システムの改修を行
う。

計画的な施設の整備・保全

　公共施設の中長期修繕計画事業 144,953 300,000 公用・公共建築物の劣化を防止し良好な状態を保つため、適時・適正な保全を
実施することにより、安全・機能の確保、建築物の長寿命化を図る。
また、ライフサイクルコストの低減などにより、環境負荷低減にも貢献する。

　公共施設の点検結果に基づく維持保全業務 ※ 7,000 ～ 公共施設における建築基準法第12条の法定点検の結果、法令に適合しない部分
について優先的に施設の改善を行う。

注１）平成23年度事業費欄「※」は消費的事業を示す。　 注２）平成24～25年度事業費欄「～」は事業が継続することを示す。
注３）平成24～25年度事業費欄「－」は平成23年度に事業が完了したことなどを示す。　注４）施策・事業名欄「（企）」は公営企業会計の事業を示す。
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 計 画 事 業 の 概 要
（単位：千円）

 平成23年度 平成24～25年度

事 業 費
事　　　　業　　　　の　　　　概　　　　要施　　策　・　事　　業　　名

　公共施設の耐震診断・耐震改修事業 59,336 680,315 西宮市耐震改修促進計画に基づき、公共建築物（学校園・市営住宅を除く）の
うち耐震改修促進法に規定する特定建築物と地域防災計画で指定する避難所に
ついて、平成27年度の施設の耐震化率100％に向け、耐震診断及び耐震改修を
実施する。

　仮設庁舎西館整備事業 ※ 9,986 ～ 本庁舎１階の執務スペース不足の解消を図るため、現在南館西側で公用車置き
場として使用している土地に仮設庁舎を整備する。

広報・広聴活動の充実
　西宮コミュニティ放送（さくらＦＭ）への支援
　事業

※ 80,000 ～ 市民生活に密着した地域情報や、市からのイベント情報などを、西宮コミュニ
ティ放送（さくらＦＭ）に制作委託し、ラジオを通じて市民への広報を行う。

計画推進

　アプリ甲東大規模外壁改修等工事負担金 35,034 ― 築後14年を超え、経年劣化が進み、早急な改修工事が必要であると診断された
外壁工事等に伴う経費を負担する。

　証明書自動交付機及びコンビニ交付の運用 ※ 40,246 ～ 全国のセブンイレブンに設置されているキオスク端末及び市内主要駅周辺に設
置している証明書自動交付機で、時間外や休日でも住民票の写しや印鑑登録証
明書等を交付する。

　住民記録システム外関連システムの改修及び住
　民記録システムのオープン環境の構築

※ 79,870 ～ 住民基本台帳法の一部改正に伴い、住民記録システム外関連システムのシステ
ム改修を行うとともに、住民記録システムのオープン環境を構築する。

注１）平成23年度事業費欄「※」は消費的事業を示す。　 注２）平成24～25年度事業費欄「～」は事業が継続することを示す。
注３）平成24～25年度事業費欄「－」は平成23年度に事業が完了したことなどを示す。　注４）施策・事業名欄「（企）」は公営企業会計の事業を示す。
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（単位：千円） 計 画 事 業 費　　　〔投資的事業〕

事 業 費 一般財源 事 業 費 一般財源
　まちづくり 25,023,749 3,424,424 40,205,568 7,188,653 

いきがい・つながり　～市民一人ひとりが輝いて生きるまち～ 54,406 26,606 18,000 18,000 

　市民活動の支援 10,000 10,000 15,000 15,000 

　芸術・文化の振興 3,906 3,906 3,000 3,000 

　スポーツ・レクリエーション活動の推進 40,500 12,700 ― ― 

すこやか・はぐくみ　～子どもたちの笑顔があふれるまち～ 2,453,586 865,774 9,158,386 2,947,852 

　子育て支援の充実 850,923 157,798 995,695 247,363 

　家庭教育の支援と青少年の健全育成 8,061 8,061 17,248 17,248 

　学校教育の充実 50,990 35,290 61,750 61,750 

　計画的・効率的な学校施設運営 1,543,612 664,625 8,083,693 2,621,491 

あんしん・あんぜん　～みんなが安心して暮らせる安全なまち～ 14,371,162 1,362,030 26,388,204 3,402,024 

　高齢者福祉の充実 2,092,339 212,855 348,277 63,877 

　障害のある人の福祉の充実 1,179,597 253,478 1,599,692 355,200 

　医療サービスの充実 134,270 48,970 132,000 132,000 

　災害・危機に強いまちづくり ― ― 3,500 3,500 

　消防・救急救助体制の充実 328,666 102,930 1,292,747 850,747 

　道路の整備 1,754,337 331,837 3,239,567 843,767 

　公共交通の利便性向上 63,000 63,000 444,000 444,000 

　水の安定供給 3,207,664 0 7,718,259 0 

　下水道・河川の整備 3,576,775 135,284 8,082,482 403,782 

　良好な住宅・住環境の整備 1,858,314 156,076 3,509,580 287,051 

　交通安全対策と駐車対策 176,200 57,600 18,100 18,100 

うるおい・かいてき　～水と緑ゆたかな美しいまち～ 8,138,085 1,163,504 4,640,978 820,777 

　環境学習都市の推進 ― ― 15,921 15,921 

　緑の保全と創造 8,000 8,000 24,000 24,000 

　資源循環型社会の形成 7,716,640 955,844 4,145,531 631,396 

　快適な生活環境の確保 129,335 19,850 184,036 11,806 

　良好な市街地の形成 284,110 179,810 271,490 137,654 

にぎわい・そうぞう　～人々が楽しく交流する元気なまち～ 6,510 6,510 ― ― 
　勤労者福祉の向上 6,510 6,510 ― ― 

　計画推進 239,323 208,252 980,315 949,432 

　計画的な施設の整備・保全 204,289 173,218 980,315 949,432 

　計画推進 35,034 35,034 ― ― 

25,263,072 3,632,676 41,185,883 8,138,085 

注）１　計画事業費には、次の事業費を含む。
　　（1）公営企業会計及び準公営企業会計にかかる事業費
　　（2）過年度に設定した債務負担行為による事業費（ただし、既に事業が完了し償還のみ行っている事業を除く）

　　２　消費的経費については、計画事業に含まない。

合　　　　　　計

区　　　　　　分
平成23年度予算 平成24～25年度計画事業費
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